
高岡市公園愛護協力推進協議会

第28号　令和８年7月８日 市の花
「かたかご」

市の花木
「さくら」

市の木
「つまま」

万葉集に詠まれた植物たち

令和８年度　総会
　

公
園
だ
よ
り
を
発
刊
す
る
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
愛
護
協
力
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
公
園
の
清
掃
、
除
草
等
の
美
化

活
動
や
、
遊
具
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
点
検
・
管
理
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
４
月
23
日
に
は
通
常
総
会
を
開
催
し
、
公
園
の
愛
護
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
３
個
人
・
２
団
体
の
皆

様
方
を
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
、
日
々
の
活
動
に

敬
意
を
表
す
と
と
も
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
園
は
、
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
緑
の
保
全
や
災
害

時
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
遊
べ
る
場
所

の
確
保
や
、
地
域
の
交
流
促
進
の
場
な
ど
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
公
園
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
当
協
議
会
の
「
自
分
達
の
公
園
は
自
分
達
で
」
と
い
う
精
神
の

も
と
、
引
き
続
き
可
能
な
範
囲
で
公
園
・
緑
地
の
美
化
や
維
持
管
理
等
に
励

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
猛
暑
の
年
が
続
い
て
お
り
、
昨
年
も
大
変
な
猛
暑
の
年
で
し
た
が
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
そ
う
し
た
環
境
下
で
も
草
刈
り
な
ど
の
作
業
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
皆
様
の
お
か
げ
で
、
公
園
は
い
つ
も
美
し
く
保
た
れ
て
お

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
熱
中
症
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ど
う
ぞ
体
調
に
は
十
分
ご
留
意

い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
公
園
愛
護
協
力
推
進
協
議
会
の
活
動
に
引
き
続
き

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
当
協
議
会
の
目
的
達
成
の
た
め
、
協
議
会
運
営
に
役
員
一
同
鋭

意
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

�

高
岡
市
公
園
愛
護
協
力
推
進
協
議
会

�

会  

長
　
杉

森

利

二

ご
あ
い
さ
つ

― 1 ―



1 

公
園
及
び
緑
地
の
美
化
運
動
の
推
進

　

◦
公
園
美
化
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

６
月
・
９
月
を
「
公
園
除
草
・
清
掃
特
別
月
間
」
と
し
て
、
公
園
美
化

活
動
を
推
進
し
た
。

2 

公
園
愛
護
思
想
の
啓
発
及
び
広
報
活
動

　

◦「
公
園
だ
よ
り
」
第
27
号
の
発
行
（
３
，４
０
０
部
発
行
）

3 

公
園
愛
護
協
力
会
の
育
成
及
び
指
導

　

◦
表
彰
事
業
の
実
施

令
和
７
年
４
月
25
日（
金
）　

高
岡
市
役
所
８
階
８
０
１
・８
０
２
会
議
室　

�

表
彰
：
個
人
３
名
、
３
団
体　

役
員
表
彰
５
名

　

◦
剪
定
講
習
会
の
実
施

令
和
７
年
９
月
13
日（
土
）　

高
岡
古
城
公
園�

（
参
加
者
18
名
）

　

◦
花
壇
作
り
講
習
会
の
実
施

令
和
７
年
10
月
11
日（
土
）　

あ
し
つ
き
公
園�

（
参
加
者
15
名
）

　

◦
先
進
地
公
園
視
察
研
修
の
実
施

令
和
７
年
11
月
14
日（
金
）

�

石
川
県　

希
望
の
丘
公
園
、
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

（
参
加
者
22
名
、
事
務
局
３
名
）

◆ 収入の部� （単位：円）

費　目 予 算 額 決 算 額 比較増減 備　　考

会 費 666,000 666,000 0 333公園

研修会参加費 200,000 125,000 △� 75,000 先進地公園視察
（参加者：25名、参加費：5,000円／人）

繰 越 金 376,514 376,514 0

雑 収 入 486 565 79 利息、事務費

合　計 1,243,000 1,168,079 △� 74,921

◆ 支出の部� （単位：円）

費　目 予 算 額 決 算 額 比較増減 備　　考

会 議 費 15,000 2,862 △� 12,138

表彰事業費 170,000 156,591 △� 13,409 3個人、3団体、役員表彰5名

研修事業費 620,000 465,135 △�154,865 花壇作り、剪定講習会
先進地視察研修

印刷製本費 255,000 191,744 △� 63,256 総会資料
公園だより（3,400部）等

通 信 費 150,000 102,296 △� 47,704 公園だより、総会資料等発送

事 務 費 23,000 1,815 △� 21,185 領収書

予 備 費 10,000 0 △� 10,000

繰 越 金 0 247,636 247,636

合　計 1,243,000 1,168,079 △� 74,921

公　園　だ　よ　り
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去
る
４
月
23
日
、
高
岡
市
役
所
８
階
８
０
２
・
８
０
３
会
議
室
に
お
い
て
令
和
８
年
度
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
令
和
８
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び

予
算（
案
）に
つ
い
て
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
各
公
園
愛
護
協
力
会
代
表
の
方
々
に
審
議
い
た

だ
き
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
議
案
の
審
議
に
入
る
前
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
公
園
の
美
化
や
公
園
愛
護

活
動
に
尽
力
さ
れ
、
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
３
個
人
、
２
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度

令
和
７
年
度　

事
業
報
告

令和７年度　決 算 報 告
令和7年4月1日～令和8年3月31日

総
会
開
催

総
会
開
催



1 

活
動
方
針

  

⑴	�

公
園
や
み
ど
り
を
愛
し
美
し
く
す

る
運
動
を
盛
り
上
げ
、
う
る
お
い

と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
る
。

  

⑵	�

会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
、
公
園

愛
護
思
想
の
高
揚
を
図
る
。

2 

事
業
計
画

  

⑴	

公
園
及
び
緑
地
の
美
化
運
動
の
推
進

	

　

◦
公
園
美
化
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

６
月
・
９
月
を
「
公
園
除
草
・
清
掃
特
別
月
間
」
と
し
て
、
公
園

美
化
活
動
を
推
進
す
る
。

  

⑵	

公
園
愛
護
思
想
の
啓
発
及
び
広
報
活
動

	

　

◦「
公
園
だ
よ
り
」
第
28
号
の
発
行
（
３
，４
０
０
部
発
行
）

  

⑶	

公
園
愛
護
協
力
会
の
育
成
及
び
指
導

	

　

◦�

樹
木
の
剪
定
、
刈
払
機
取
扱
い
、
花
壇
づ
く
り
、
雪
吊
り
等
の
公
園

の
管
理
に
関
す
る
講
習
会
及
び
先
進
地
公
園
視
察
研
修
を
実
施
し
、

住
民
の
手
に
よ
る
公
園
管
理
の
促
進
を
図
る
。

  

⑷	

表
彰
事
業

	

　

◦�

公
園
愛
護
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
個

人
又
は
団
体
を
表
彰
し
、
公
園
愛
護
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
。

  

⑸	

そ
の
他　

公
園
愛
護
協
力
会
の
育
成
・
指
導
に
必
要
な
事
業
を
行
う
。

◆ 収入の部� （単位：円）

費　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　考

会 費 672,000 666,000 6,000 336公園

研修会参加費 240,000 200,000 40,000 ＠6,000円／人×40人

繰 越 金 247,636 376,514 △�128,878

雑 収 入 364 486 △� 122

合　計 1,160,000 1,243,000 △� 83,000

◆ 支出の部� （単位：円）

費　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　考

会 議 費 10,000 15,000 △� 5,000 役員会

表彰事業費 160,000 170,000 △� 10,000 団体･個人

研修事業費 552,000 620,000 △� 68,000 先進地公園視察
講習会

印刷製本費 255,000 255,000 0 総会資料
公園だより（3,400部）

通 信 費 150,000 150,000 0 公園だより、
総会資料等発送

事 務 費 23,000 23,000 0 領収書

予 備 費 10,000 10,000 0

合　計 1,160,000 1,243,000 △� 83,000

公　園　だ　よ　り
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令
和
８
年
度　

事
業
計
画

令和８年度　予　　算
令和8年4月1日～令和9年3月31日万葉集に詠まれた植物たち

ワンポイント

　かたかごの花やつままの木は
万葉集の中で詠まれたということ
で有名で、「高岡市の花」「高岡
市の木」に制定されています。
　今回はそれらの植物を観るこ
とができる市内の場所を紹介し�
ます。

○かたかごの花
　・高岡古城公園
� （射水神社付近など）
　・二上山（大伴家持像裏）
　・伏木ふれあいの杜　など

○つままの木
　・高岡古城公園北口駐車場
　・つまま公園
　・道の駅雨晴
　・勝興寺周辺（緑地など）



役
職

校
下
名

氏　
　

名

会　

長
守
山
・
二
上

杉
森 

利
二

副
会
長
福
岡

島
次 

　
富

副
会
長
立
野
・
東
五
位

小
勢

亀
岡 

　
清

代
表
理
事

横
田

上
田 
謙
一

監　

事
野
村

中
尾 
耕
成

監　

事
牧
野

北
井 

　
誠

理　

事
伏
木
・
太
田

古
市 

猛
広

理　

事
成
美

熊
木 

伸
一

理　

事
下
関
・
二
塚

向
井 

真
治

理　

事
博
労
・
佐
野

福
田
・
木
津

月
安 

幸
三

理　

事
能
町

浦
　 

信
作

理　

事
国
吉
・
石
堤

牧
野 

行
志

理　

事
戸
出

佐
伯 

正
則

理　

事
西
条
・
川
原

大
野 

幸
生

理　

事
中
田

島
　 

文
雄

理　

事
福
岡

小
山 

孝
一

理　

事
古
府

蓮
澤 

清
幸

理　

事
平
米
・
定
塚

山
崎 

勝
久

　

当
協
議
会
の
研
修
事
業
の
一
環
と
し
て
、
先
進
地
公
園
の
視
察
並
び
に
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
園
の
管
理
に
関
す
る
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

■1 

先
進
地
公
園
の
視
察

実
施
日
▼
11
月
12
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
か
ら

�

午
後
５
時
20
分〔
予
定
〕

視
察
先
▼�

岐
阜
県
高
山
市

　
　
　
　
　
　

城
山
公
園

　
　
　
　
　
　

飛
騨
民
俗
村  

飛
騨
の
里

�

な
ど

参
加
費
▼
６
，０
０
０
円

募
集
人
員
▼
25
名

受
付
開
始
▼
９
月
１
日（
火
）か
ら

�

10
月
９
日（
金
）

■2 

講
習
会
【
小
雨
決
行
】
講
習
会
は
市
内
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

◇
刈
払
機
取
扱
講
習
会
に
つ
い
て

実
施
日
▼

　

10
月
３
日（
土
）
９
時
よ
り

実
施
場
所
▼

　

ト
ー
ク
タ
ウ
ン
北
島
第
２
公
園

◇
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
講
習
会
に
つ
い
て

実
施
日
▼

　

10
月
17
日（
土
）
10
時
よ
り

実
施
場
所
▼

　

能
町
公
民
館

公　園　だ　よ　り
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城山公園
かつて金森長近が築いた高山城の跡地
に城山公園が整備され、歴史の面影を
今に伝えています。公園は東山遊歩道
の一部でもあり「森林浴の森100選」
にも選ばれ、市民の憩いの場として親し
まれています。本丸跡の展望台に立つ
と、眼下には城下町の面影を残す高山
の街並みが広がります。

飛騨民俗村  飛騨の里
国指定重要文化財４棟を含む、飛驒
地方の特色ある農山村の民家が移築
復元され、なつかしい農山村の暮ら
しや昔から飛驒に伝わる季節の行事
を再現し未来へ伝えています。

任
期
：
令
和
７
年
４
月
～
令
和
９
年
３
月

研
修
事
業
の
実
施

高
岡
市
公
園
愛
護

�
協
力
推
進
協
議
会
役
員

参

加

者

募

集

キックバックを
起こしやすい
　　　位置

1/3

対象物に
当てる位置

回
転
方
向

回
転
方
向

◦�必ず目や手を保護具で守り、肌を露出しない
服装をしましょう。
◦�作業前に刈刃のひび割れや欠け等を点検し、
異常がある場合には新しいモノと交換しま
しょう。
◦�刈払機の飛散物防護カバーを装着し、安全に
作業を行いましょう。
◦�作業中は、他の人との間隔を15m以上とり
ましょう。
◦�障害物や地面などにぶつかって起きる刈刃の
跳ね(キックバック)に注意しましょう。
　※�刈払い対象物に当てる位置は図を参考に�
しましょう。

◦�刈刃に詰まった草や異物を取り除く際は、�
必ずエンジンを止めてから行いましょう。

刈払機
使用の注意事項

◦�刈払機を使用する前に、周辺に隣地の
工作物や自動車など第三者の財物がな
いか確認しましょう。
◦�石などが飛散して、破損する可能性が
ある場合は、防護ネットなどを使用し
て飛石防止対策を行いましょう。

刈払機の貸出について
　刈払機の貸出を景観みどり課におい
て行っております。是非ご活用くださ
い。詳細は市HPにて
掲載しております。

刈払機の貸出の
詳細はコチラ！➡

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
校
下
の
担
当
理
事
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
景
観
み
ど
り
課（
電
話
２
０–

１
４
１
９
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

視
察・講
習
会

申
し
込
み
先



　

昨
年
度
は
先
進
地
公
園
視
察
研
修
と
し
て
、
石
川

県
に
あ
る
希
望
の
丘
公
園
、
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
等
を
視
察
し
ま
し
た
。
希
望
の
丘
公
園
は
七

尾
市
の
都
市
公
園
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
現
地

で
は
七
尾
市
の
担
当
者
か
ら
公
園
の
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
公
園
内
に
は
展
望
台
や
様
々
な
遊
具
、

遊
歩
道
等
が
あ
り
、
様
々
な
用
途
で
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
達
が
遊
ぶ
よ

う
な
遊
具
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
用
の
健
康
遊
具
も

あ
り
、
老
若
男
女
が
楽
し
め
る
点
で
公
園
の
必
要
性

を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、
高
岡
市
造
園
土
木
協
会
の
皆
さ
ま

を
講
師
に
お
招
き
し
、
高
岡
古
城
公
園
で
剪
定
講

習
会
を
、
あ
し
つ
き
公
園
で
花
壇
作
り
講
習
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

剪
定
講
習
会
で
は
、
ま
ず
講
師
の
方
が
実
演
し

な
が
ら
剪
定
の
方
法
や
雪
吊
り
等
で
活
用
で
き
る

縄
の
縛
り
方
な
ど
を
説
明
し
、
そ
の
後
参
加
者
も

実
際
に
剪
定
作
業
や
縄
縛
り
を
行
い
ま
し
た
。
花

壇
作
り
講
習
会
で
は
、
講
師
の
方
の
指
導
の
下
、

実
際
に
花
壇
の
土
を
耕
し
、
低
木
の
植
樹
、
施
肥

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
両
講
習
会
と
も
、
参
加
さ

れ
た
方
は
多
数
の
質
問
を
す
る
な
ど
非
常
に
有
意

義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
得
た
知
識
を
少
し
で
も
日
頃
の
公
園

愛
護
協
力
会
の
活
動
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
、
み

ど
り
に
触
れ
合
う
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
今
後
も
活
動
の
参
考
と
な
る
講
習

会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐 加 野 公 園	 笹 島 和 夫　様� 活動年数20年

木 津 仲 町 公 園
木津仲町第２公園	 森 　 正 浩　様� 活動年数15年

立 野 東 部 公 園	 喜 多 香 里　様� 活動年数16年

槐 公 園	 槐公園愛護協力会　様� 活動年数40年

牧 野 緑 地	 牧野緑地公園愛護協力会　様� 活動年数13年

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

個人の部

団体の部

公　園　だ　よ　り
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剪定講習 会
（高岡古城公園）

花壇作り講習会
（あしつき公園）

令
和
７
年
度  

活
動
報
告

令和8年度  協議会長表彰 受賞者

先進地視察（希望の丘公園）



公園だよりの発刊にあたり資料の提供などのご協力をいただきありがとうございました。編集後記
◆発刊　高岡市公園愛護協力推進協議会　　◆編集　高岡市公園愛護協力推進協議会事務局
〒933-8601 高岡市広小路7番50号　高岡市都市創造部景観みどり課　☎0766-20-1419

公　園　だ　よ　り

― 6 ―

●ゴミのポイ捨て禁止
　現在、ほとんどの公園は、皆さんが住んでいる地元の町内会や自治会の皆さんが清掃し
ています。清掃してくださる人のためにも公園はきれいに使いましょう。ゴミや遊び道具等
は持ち帰りましょう。

●犬のふん尿について
　犬のふん尿は、悪臭や衛生上の問題を引き起こすため、公園内ではさせないようにしま
しょう。みんなが気持ちよく公園を利用できるよう、飼い主のマナーが大切です。

●公園の施設を壊したり、汚したりしないこと
　公園の遊具やトイレなどの施設は多くの人が使う施設です。大切にしてください。また、
樹木や花などを傷つけてもいけません。

●サッカー・野球・ソフトボールは原則禁止
　周りにいる人を危険にさらしたり、周辺の住宅に大変な迷惑をかけたりするようなサッ
カー・野球・ソフトボールなどのボール遊びは、原則禁止です。

●遊具での危険な遊びはしないこと
保護者の方へ  幼児だけでの遊びはさせないで、保護者が同伴しましょう。
　遊具は、遊びを通して冒険や挑戦のできる施設としての機能があり、遊びの中か
ら事故の回避能力や判断力を育み、子供の成長に欠かせない施設です。そのため、
危険性も内在しており、特に自己判断力が十分でない幼いお子様は、保護者が同伴
する必要があります。

●火気の使用は原則禁止
　公園内での火気の使用は、火事の危険や他の人へ迷惑をかける行為なので原則禁止です。
焚き火はもちろんのこと、花火も原則禁止です。

●公園で遊ぶときは、安全かどうか確かめてから
　公園は、皆さんが安心して遊べるようになっていますが、遊ぶ前に安全かどうか一度�
確かめてから遊んでください。ガラスのかけらや、ゴミ、その他危ないものなどが落ちて
いないか、遊具・柵・ベンチ等がこわれていないか確かめましょう。
また、天候にも気を付けましょう。日射により、遊具が高温になる場合が
あるので、やけどに注意しましょう。

公園は、多くの皆さんが利用する大切な場所です。
他の利用者の皆さんに迷惑のかからないよう、
ルール・マナーを守って楽しく利用しましょう。

公園を利用するときの
ルール 及び マナー

◉広域避難場所としての役割
　主として地震や火災で延焼拡大した場合の
指定緊急避難場所※です。一定規模の公園で、
周辺状況等も考慮し、選定されています。
　高岡古城公園、前田公園、高岡おとぎの森
公園などが指定されています。
※�指定緊急避難場所とは、災害の危険から命を守るために緊急的に避難する場所で、土砂災
害、洪水、津波、地震等の災害種別ごとに指定されています。

◉一時的な避難場所としての役割
　近所の方の安否確認や、指定避難場所に移動するための一時集合場所として
活用できます。

災害時の
指定避難場所の
詳細はコチラ ➡

災害時の
公園の役割
� について
一部紹介します。


